
​令和8年度​​学校法人うつほの杜学園 事業計画​

​学校法人うつほの杜学園​
​理事長　野田 恭子​

​１．基本方針​

​学園の持続可能性を確立する​
​学校法人うつほの杜学園は、「探究型グローカル教育」と「ウェルビーイング・コミュニ​
​ティスクール」の理念のもと、令和7年度にうつほの杜学園小学校を開校し、子ども・教職​
​員・保護者・地域が共に育ち合う学校づくりを進めてきた。​

​設立2年目となる令和8年度は、本学園にとって​​学校運営の持続可能性を確立する重要な年​
​度​​と位置づける。​
​本学園は、児童数20名の増加をもって学校財政が安定ラインに到達することを踏まえ、本​

​年度は​​児童獲得による学校規模の安定​​および​​学校財政の安定化​​を最重要課題として学校運営​
​を行う。​

​特に、既存の学校教育に違和感を抱える子ども・家庭にとって、安心して学び直すことので​
​きる「もう一つの学校の選択肢」としての役割を明確にし、教育の質の深化とその可視化、​
​広報体制の強化、柔軟な受入環境の整備を一体的に推進する。​

​併せて、国際バカロレア（IB）PYP認定準備、学校環境整備、中学校設立構想の策定を通じ​
​て、将来にわたり選ばれ続ける学校としての基盤を確立する。​

​２．令和8年度 重点方針​
​本年度は、以下の二大柱をもって学校運営を行う。​

​【第一の柱】児童獲得による学校規模の安定​

​【第二の柱】学校財政の安定化​

​●​ ​中学校設立を見据えた財政基盤整備​
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​●​ ​短期スクーリング等の収益事業による補完​

​本年度は、​​児童獲得戦略の強化を最重要戦略​​として位置づけ、以下の取組をそのための基盤​
​整備として一体的に推進する。​

​【第一の柱】児童獲得による学校規模の安定​

​（１）うつほの杜学園小学校の教育理念を更に浸透させた学校運営​

​（２）国際バカロレア（IB）PYP認定による教育価値の明確化​

​（３）広報体制の戦略的強化​

​（４）教育環境整備による学校の魅力向上​

​（５）中学校構想による将来ビジョンの提示​

​（６）収益事業による経営基盤の安定​

​３．主要事業​

​令和8年度 児童獲得目標​

​令和8年度は、新1年生15名、転入生5名の計20名の児童獲得を目標とし、​​学校運営の最優先​
​事項​​として位置づける。 本目標は、学校規模および学校財政を安定させ、本学園の持続可​
​能性を確立するための達成条件である。​

​その達成に向け、教育の質の深化と可視化、広報活動の戦略的展開、柔軟かつ丁寧な受入体​
​制の整備を一体的に推進する。​

​（１）うつほの杜学園小学校の教育理念を更に浸透させた学校運営​

​教育理念をしくみ化・見える化する​

​うつほの杜学園小学校は、「探究型グローカル教育」と「ウェルビーイングコミュニティス​
​クール」の基礎を築いた2年目とし、国際バカロレア(IB)のフレームワークを使いながら教​
​育理念を更に仕組化・見える化することに取り組む。​

​また、教育活動・学校運営・学校評価を連動させ、理念が日常の実践として定着する学校運​
​営を目指す。​​以下の3つに重点を置く。​

​１．学校メンバーズの協働シナジー向上​
​２．IBフレームワークと連動した探究とその評価の見える化​

​３．バイリンガル化の更なる推進​
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​（２）国際バカロレア（IB）PYP認定校を目指した教育・カリキュラムの充​
​実​

​うつほの杜学園の教育理念を更に推進することを目的に国際バカロレア（IB）の教育フレー​
​ムワークを学校全体に一層浸透させ、令和9年度のPYP認定取得を目標として、令和8年12​
​月に予定されている公式認定訪問に向けた取組を本格化する。​

​●​ ​教育課程、授業、評価におけるIBの考え方の体系的整理および公式認定基準への適​
​合​

​●​ ​教職員のIB理解および実践力向上のための研修・協議体制の充実​
​●​ ​探究的な学びと評価を連動させたカリキュラムの深化​

​本取組は、教育の質を第三者基準により可視化し、在校保護者をはじめ入学検討保護者への​
​信頼の基盤を構築することを目的とする。​

​（３）広報活動の充実​

​本事業は、令和8年度における​​児童獲得戦略の中核施策​​として位置づける。​

​学校の教育理念および実践内容を、入学希望者、保護者、地域、社会に対して適切に発信す​
​るため、以下の取組を行う。​

​●​ ​広報企画を担う人的配置​

​●​ ​動画コンテンツ等を活用した継続的な情報発信​

​●​ ​学校説明会、サタデースクール、出張スクール等の定期的開催​

​●​ ​SNSおよび紙媒体を含めた広報手法の多様化​

​（４）教育環境整備による学校の魅力向上（グラウンド整備・防災・近隣敷​
​地の確保）​

​教育環境および安全面の向上を目的として、以下の学校整備を令和8年度事業として実行す​
​る。​

​●​ ​グラウンド整備および屋外学習環境の充実​

​●​ ​防災対策の強化および防災教育の推進​

​●​ ​将来的な学校規模拡大を見据えた近隣敷地の賃借​
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​本事業は、子どもが安心して学び、挑戦できる環境づくりを進めるとともに、地域と連携し​
​た防災拠点としての役割も視野に入れるのみならず、入学希望者が学校を選択する際の重要​
​な判断材料となる環境整備として位置づける。​

​（５）中学校設立計画​

​令和11年の中学校設立を見据え、令和8年度はその基盤となる計画の策定および必要事項の​
​整理を行う。​

​●​ ​教育理念、小中接続、卒業後の進路計画を踏まえた中学校基本コンセプトの策定​

​●​ ​設置計画に向けたスケジュールおよび必要資金の整理​

​●​ ​必要となる施設・人材・運営体制に関する検討​

​　　　本構想は、​​長期的な学びの見通しを提示する役割​​を担う。​

​（６）短期スクーリング・サマースクール等の収益事業強化​

​短期スクーリングや長期休暇中のスクールを、学校の教育に触れる入口として活用し、将来​
​的な入学につながる機会創出とともに、学校財政の安定化を補完する収益事業として強化す​
​る。​

​４．予算との関係​
​本事業計画に基づき、令和8年度予算は、​​児童獲得および学校運営の持続可能性確立に資す​
​る事業​​を中心に編成する。​

​●​ ​教育の質向上およびIB関連事業への重点配分​

​●​ ​広報活動および学校整備に必要な経費の計上​

​●​ ​中学校設立に向けた調査・計画策定費用の確保​

​事業計画と予算の整合性を確保し、健全かつ持続可能な学校法人運営を行う。​

​4​​/​​8​



​【第二の柱】学校財政の安定化​

​本学園が掲げる教育理念を持続的に実現し、将来的な中学校設立を含む発展段階へ移行する​
​ためには、安定的かつ柔軟な財政基盤の確立が不可欠である。​
​本柱では、単年度収支の均衡にとどまらず、中長期的視点に立った学校財政の安定化を目的​
​とする。​

​（１）中学校設立を見据えた財政基盤整備​

​将来的な中学校設立を視野に入れ、令和8年度以降の事業展開を支える財政基盤の整備に着​
​手する。​

​具体的には、​

​●​ ​中長期財務計画の策定および見直し​

​●​ ​寄附金、融資、学債等を含めた複線的な資金調達手法の検討​

​寄附金目標額：2,000 万円​

​　　　　融資：3,000 万円​

​を進め、学校法人として持続可能な成長を可能とする財務構造の構築を目指す。​

​また、金融機関との継続的な対話を通じて、将来投資に耐え得る信用力の向上を図る。​

​５．令和８年度入学児童数の見込み​

​令和8年度入学児童数の見込みと改善策​
​4月入学・編入見込み数：1年生8名、新4年生1名、計9名（定員25名）​
​転編入見込み数：各学年若干数​
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​うつほの杜学園　令和７年度収益バランス​

​①納付金​ ​14,476,000 円​ ​8.2　％​
​②寄附金​ ​108,500,000 円​ ​61.4　％​
​③補助金​ ​34,980,000 円​ ​19.8　％​
​④収益事業​ ​5,550,000 円​ ​3.1　％​
​⑤その他​ ​13,242,210 円​ ​7.5　％​
​　合計​ ​176,748,210 円​

​※本資料における各数値は、開校初年度の実績進捗および今後の執行見込を反映した「令和​
​7年度2月補正予算案（2月下旬開催の理事会にて承認予定）」に基づき算出している。​
​※寄附金収入には、学校法人の前身である一般社団法人から承継した資金を含んでいる。​
​※田辺市ふるさと納税を通じた寄附金は、会計処理上「市区町村補助金」に該当するため、​
​「補助金」に含めて表記している。​

​令和８年度の収支計画​

​収入について：​​令和8年度の収入については、​​在籍児童数25名および外部生2名​​を見込​
​み、授業料等による収入が増えていく計画である。また、国・県の私学助成補助金について​
​も、前年度実績を踏まえ、概ね同水準の交付を見込んでいる。寄附金については、引き続き​
​支援者との関係性を大切にしつつ、無理のない範囲での確保を計画している。​

​主な収入項目は引き続き以下の項目を想定している。​
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​①納付金​ ​25,850,000　円​ ​33.1  ％​
​②寄附金​ ​3,000,000　円​ ​3.8  ％​
​③補助金​ ​28,630,200　円​ ​36.7  ％​
​　（県補助金​ ​11,630,200　円）​
​　（市補助金​ ​17,000,000　円）​​※ふるさと納税の寄附​
​④収益事業収入​ ​7,000,000　円​ ​9  ％​
​　（1年間入学​ ​2,052,000　円​​）※長期スクーリング​
​　（上記以外​ ​4,948,000　円）​​※短期・イベント等​

​支出について：​​支出については、児童数規模に応じた適正な人員体制を維持しつつ、人​
​件費の急激な増加を抑制する計画としている。教育活動費については、探究型・体験型学習​
​の質を維持するため、必要な範囲で重点的に配分する。また、施設維持管理費および管理費​
​については、前年度実績を踏まえ、効率的な執行に努める。​

​具体的には、教職員体制の維持・充実を中心に、人件費、教育活動費、施設維持管理費、広​
​報費等について、教育活動の質向上と経営の安定性を両立させる観点から、必要性と妥当性​
​を十分に検討したうえで計上している。​

​今後の収支改善に向けた取り組み：​

​１．令和8年1月現在の募集状況を踏まえ、新入生および転入生を含む​​25名分​​の授業料、な​
​らびに2名の長期スクーリング生による受講料収入を確保するとともに、年度途中の編入生​
​の積極的な受け入れを継続する。​

​目標値：​ ​令和8年度​ ​転入学者数​ ​5名​

​令和9年度​ ​新入学者数​ ​15名​

​２．引き続き教育理念に共感する支援者からの寄附金確保に努めるほか、金融機関からの借​
​入を含めた資金調達手段の多様化を図り、財政基盤の安定化を進める。​

​３．サマースクールや短期スクーリング生の受け入れを強化し、付随する事業収入の拡大を​
​図る。​

​（２）​​令和8年度の収益事業計画​

​① 長期・短期スクーリング事業​

​令和8年度においても、本校の教育内容を一定期間体験できる機会として、長期・短期ス​
​クーリング事業を継続し、伸ばしていく。実施にあたっては、在校生の教育環境に十分配慮​
​し、受入人数および期間を限定した運営とする。​

​●​ ​想定参加者数：長期（1年間入学）2名、短期（1日～最長1か月）22名​
​●​ ​想定収入：3,052,000 円​

​② サマー・スプリングスクール事業​

​令和7年度の実績を踏まえ、令和8年度においても、外部児童を対象とした探究体験型サ​
​マー・スプリングスクールを実施する。​
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​教育の質および安全管理を最優先とし、 実施回数および定員については、教職員体制およ​
​び施設状況を踏まえた適正規模とする。​

​●​ ​実施予定回数：3回​
​●​ ​想定参加者数：54名​
​●​ ​想定収入：3,240,000 円​

​③ サタデースクール事業​

​外部児童および保護者に対し、学校説明会と同時に本校の教育理念や学びの特徴を体験的に​
​理解してもらう機会として、 サタデースクール事業を継続して実施する。​

​学校説明会と組み合わせることで、教育内容の理解促進および入学検討層との接点づくりに​
​も寄与する。​

​●​ ​実施予定回数：6 回​
​●​ ​想定参加者数：90 名​
​●​ ​想定収入：360,000 円​

​④ 学校見学​

​校内見学および教育内容・カリキュラムの説明会を含む、約2時間の有料見学会を実施す​
​る。​

​●​ ​実施予定回数：10 回​
​●​ ​想定参加者数：100 名​
​●​ ​想定収入：300,000 円​

​⑤ 社会人向け研修会​

​本校の特色ある教育環境や探究学習の知見を活用し、社会人を対象とした研修プログラムを​
​実施する。​

​●​ ​実施予定回数：1 回​
​●​ ​想定収入：48,000 円​

​①～⑤を踏まえた全体の収益見込み​ ​7,000,000 円（前年比　126 ％）​
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